
sadahga-yogaを め ぐつ て

磯 田 煕 文

一

『Hevajratantra』I-viii,「Yogini-cakra-patala」 の22～25a,bに は,“ 六 色 (黒 ・

赤 ・黄 ・緑 ・青 黒 ・白) の 修 習 ” と “離歓 喜 の 辺 際(倶 生 歓 喜)の 修 習 ”が 説 か れ る 。

rHevajratantra』 の 注 釈 書 の う ち で, Valragarbha に 帰 せ ら れ る 『Pipdartha-

tika』 は, 前 者 が 生 起 次 第 の 六 支, 後 者 が 究 寛 次 第 の 六 支 (pratyahara 等 のsada-

hga-yoga(六 支 喩 伽)-『Guhyasamajottara (GSU)』 か らの 引用)に 対 応 さ せ, 「詳

し くは, 『Paramadibuddha』(東 北(D) o. 362, 北 京(P) No. 4) に て 理 解 す べ し」

と 付 説 し て い る 。 更 に, Snan-grags bzah-po (or Naro-pa) の 作 と 伝 え ら れ て い る

『Vajrapadasara-Samgraha (VS)』(D. No. 1186, p. No. 2316) に お い て も, 同 類 の

注 解 が み ら れ る 。

こ こ にpratyahara等 の 六 支 を 引 く解 釈 は, 他 の 注 釈 書 に は み られ な い1)。

Vajragarbha で は, 上 引 の 注 解 以 外 に 何 ら の 説 明 も な い が, 『VS』 は 多 少 の 解

説 を 加 え て い る 。 そ こ で, 今 は, こ の 解 説 を 手 が か り に し て, 六 支 喩 伽 を 述 べ る

他 の 文 献 と の 関 連 を 探 り, そ れ ら の 著 作 者 等 を 考 察 す る 際 の 一 助 と した い 。

二

『VS』 は, 次 の 様 に 注 解 す る2):

「今 や,“六 支 喩伽 … … ” (と い う 『Hevajra. tantra』 本 偶 に関 して) この 意 味 は 次 の

様 で あ る。 タ ン トラは他 の タ ン トラに よ り理 解 され るべ き で あ る とい うこ とが, 如来 の

定 め る と こ ろ (tathagata-niyama) で あ る。従 つ て, 他 の タ ン トラ に説 か れ て い る と こ

ろ に よ って, この 六 支喩 伽 も修 習 さるべ きで あ る。(『GSU』 に)

pratyahara, dhyana, pranayama, 同 じ く, dharana, anusmrti, samadhi, 以 上 が六 支

とい われ る。

1) こ れ ら に つ い て は,「Hevajra-tantra に お け るsamadhi に つ い て 」(日 仏 年 報41号

21頁) に 触 れ た 。

2) D. No. 1186, fols. 103b2-104a7, P. No. 2316, fols. 120b1-121b1。
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(と説 かれているが)こ こで, 

1. pratyaharaと は, 外 的 な色 等 の諸 対 象 に眼 等 の諸 根 に よつ て 眼 識 等 が 働

か ず に, 内的 の諸 対 象 に天 眼 等 の諸 根 に よつ て天 眼 識 等 が 働 くこ とで あ つ て, 内

空 を縁 じて, 無 分 別 にす べ て の 存 在 を 見 る, 丁 度, (占 い の)あ りの ま ま に 映 す

鏡 の 中 に, 娘 が姿 を見 る 様 に3)で あ る, (こ れ が)pratyaharahgaで あ る と い わ

れ, 三 界 の仏 の姿 を それ ぞ れ 見 るか らで あ る。

次 に, 2. dhyanaと は, す べ て の法 を 空 で あ る と見 る場 合 に, (i)般 若(pra漁):

最 初 に それ ら(諸 法)に 心 が 働 く, (ii)尋(vitarka): 心 が(そ れ らを)存 在 す

る もの と して把 握 す る, (iii)伺(vicara):そ の存 在 の把 握 を 証 知 す る, (iv)歓:

喜(rati):す べ て の 存 在 に心 が 住 す る(aropapa):(v)不 動 の楽(acala-sukha):す

べ て の存 在 か ら楽 を こよ な く味 わ う, 以上 の五1種4)が, dhyanahgaと い われ る。

次 に, 3. prapayamaと は, lalanaとrasana即 ち左 右 の 道 を 遮蔽 して, 中央 の

avadh面 の 道 に生 命 風 が 常 に流 れ る こ と で あ つ て, pUraka(吸 息)・kumbhaka

(止 息)・recaka(出 息)のyogaに よつ て 行 なわ れ る, (こ れ が)prapayamahgaと

い われ る。

次 に, 4. dharapaと は, 気 息 が, 膀 ・胸 ・首 ・額 の, mahendra(地)・ 水 ・

火 ・風 の マ ンダ ラ に入 り, 外 に は 出 さな い, そ し て, binduに 気 息 を 入 れ る, 

(以 上 が)dharapahgaと い われ る

次 に, 5. anusmrtiと は, 自己 の守 護 神(svestadevata)を 見 て, そ の色 像 の姿 に

対 す る分別 を離 れ, そ れ か ら多数 の光 線 が輝 き放 た れ る形 の光 輝 マ ンダ ダ ラと, 

それ か ら多 くの輝 き出 る形 相 を もつ た 三界 を現 出 す る, (以上 が)anusmrtyahga

と い わ れ る。

次 に, 6. ssamadhiと は, 自己 の 守護 神 に対 す る随 食 か ら, 不 滅 の 楽 を 獲 得 す

る が, そ れ に 心 を 一 頂 に(集 中)し, 所 取 と能 取 を離 れ た(そ の)心 が, 諸 如 来

に よつ て, samadhyahgaで あ る と説 か れ た

こ こで は, 六 支 喩 伽 が要 約 して説 か れ た の で あつ て, 詳 し くは, 『Laksanabhi-

dhana』 あ るい は 『Paramadibuddha』 に対 す る勝 れ た 師(guru)の 教 授 に基 い て, 

3)"pra-pha'b-panagshon-nu-masme-lon lamthon-ba Ita-bu"。 この比喩-は, 『Se:kod-

desa』 にみ られ るが, その注解 『SUT』 によれば, "pratlsenadarsana-kumarikayateva', 

(M. E. Carellied. G. 0. S. XC. P. 38, Z. 21)。

4)『GSU』(B. Bhattacharya 本P. 63; &. Bagchi 本P. 132; Y. Matsunaga本P.

123) では, vitarka, vicara, priti, sukha, cittasyaikagrata, である。 ここで は, 最

初 にprajnaを 加 えて, sukhacittaikagrata(=samadhi)と している。
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喩 伽 者 達 は, 大 印 悉 地 の た め に証 得 す べ き で あ る, と
ノリ の

『Sri Adibuddha』 に, ま た, 説 かれ る5);

喩伽者は, pratyaharaに よつて対象 を離れ, すべ ての マン トラに よつて加持 され る。

五神通を獲得す る。人 主(narapati)よ, dhyana-yogaに よつて, 清浄で あ る。prapa-

yamaに よつて清浄で あ り, 月 と太 陽を離 れてお り, 諸菩薩 の供養す るところであ る。

dharapaの 力 によつて, 魔 と煩悩等を滅す る十力に恵まれ る。anusmrtiに よつ て, 充

分に清浄 となろ う, そ して, 智慧 の色像(jnana-bimba)か ら無 垢 の光 の マ ン ダ ラが

(生ず る)。それか ら, 智者は, 三昧 におい て, 数 日の うちに, 智身を成就す る, と。」

以上 が, 六 支 喩 伽 に つい て, 『VS』 にみ られ る注 解 の 全 文 で あ る。

と ころ で, 上 述 の六 支 喩 伽 の 各 支 の 説 明 は, ほ とん ど同文 で, これ もNaro-pa

の作 と伝 え られ る 『Sekoddesa-tika(SUT)』(D.No. 1351, P. No. 2068)に 見 ら れ

る6)。唯, 第 三 支pranyamaのpuraka等 の3yoyaに 関 し て, 「喩 伽 者 は, 

Omを もつ てPuraka, Humを もっ てkumbhaka, Aを もつ てrecakaを, それ

ぞ れ, candra, rahu, suryaを 自性 と し て行 う」 とい う説 明 を加 え て い る こと と, 

『SUT』 は, この説 明 を, 聖Vajrapapipada (のSad-anga-yoga (V-Sad)』(D. 

No. 1364, P. No. 2080))か らの 引用 で あ る と述 べ てい る点 が 異 な る。

『SUT』 は, 六 支 喩 伽 に つ い て, 先 ず 『GSU』 の それ を, 略 説(uddesa)と 詳 説

(nirdesa)と 更 に詳 しい 説 明(pratinirdesa)と に よつ て 述 べ て い る が, そ の際 に, 

六 支 とそ の果 の 注 解 の 問 に, 「六 支 喩 伽 は, 『Kalacakrottara(-tantra-hrdaya)』

(D. No. 363, P. No. 5)に, Manjusri-padaに よつ て, 非 常 に 明 らか に説 かれ て い

る」7)と して, 本 偶 を 引 用 す る。

そ し て 更 に, 「(六 支 喩 伽 は)『Sri Kalacakra』 に も 説 か れ, ま た 『Vimalapra-

bha』 に も詳 し く解 説 さ れ て い る, 即 ち … … 」 と し て, 『Kalacakratantra』 の 本

5) pratyaharena yogi visayavirahito 'dhisthyate sarva-mantraih. 

pancabhi jnanalabhi bhavati narapate dhyanayogena suddhah/

pranayamena suddhah sasiraviravirahitah pu jyate bodhisattvair. 
maraklesadonasam visati dasabalamdharanaya balena//118// 

samsuddho'nusmrteh syadvimalamanasi bbamandalam jflanavimbat 

 tasmad buddhah samadhau katipayadivasaih sidhyate jnanadehah/ 

 (Raghuvira & L. Chandra ed.; Kalacakra-tantra and other texts pt. I, p. 361). 
6) M. E. Carelli, P. 38, Z. 17P. 39, l. 7。D. fol. P. fol. 294a6-295a。

7) 酒 井 教 授 「チ ベ ツ ト密 教 教 理 の研 究 一 」 附録 一 後 期 密 教 実 践 次 第 の構 造 につ い て, 

13-22頁 参 照。
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偶 を 引 き つ つ, ま た適 宜 『vimala-prabha』 を 引 用 しつ つ解 説 して い る。 そ して, 

そ こに述 べ られ る注 釈 文 の大 部 分 は, 更 に, Anupamaraksitaの 『Sadahga-yoga

(Anu-Sad』(D. No. 1387, P. No. 2102)の 中 に, ほ とん ど一 致 す る字 句 で 見 出 さ

れ る。 しか し, 上 述 の六 支 喩 伽 の 説 明 を, 『Anu-Sad』 は, 『V-Sad』 か ら の 引 用

と は述 べ てい ない ことや, 文 脈 の 順 序 な どの 点 で異 な つ て い る8)。

一 方, 『VS』 の 各 支 の 説 明 も, 『V-Sad』 か ら, と断 わ つ てい ない か ら とい つ て, 

『Anu-Sad』 か らの 引 用 で あ る と も決 め られ ない, 何 故 な ら, 次 に 引 く例 の 様 に,

Vajrapani曰 く, と して, 『V-Sad』 を 引用 してい る か らで あ る。 即 ち, 『Hevajra

tantra』II-ii-9に9), 

すべ ての思念 を捨 て, 神 の姿 を心 に描いて, 一 日, 不断に修習 しつ, 観察すべ し, 

と 説 か れ る が, 『VS』 は, 「こ の(偶 の)意 味 は, 次 の 如 し」 と 述 べ て, 『Sri

Adibuddha』(rV-228)n)を 引 き, 11)「タ ン トラ は他 の タ ン トラ に よつ て理 解 さ る べ

き で あ る と は, 如 来 の定 説 で あ る。 吉 祥Vajrapapiも 次 の様 に 説 か れ る」 と し

て, 『V-Saq』, 『Anu-Sad, 『SUT』 に共 通 に見 られ る一 文 を 引 く

「こ で, 世尊 の誓(pratijna)は, 

一切 の思念 を断 じて, 一 日, 観察せん。 もし信を生 じなければ, その時 には私 は妄語

を吐い たことになる, と(い われ る)。

こ こで, 信 と は, 煙 等 の相 で あ る, 他 の マ ン トラ等 を もつ て は, 一 日で成 就 せ ら

れ る こと は ない, マ ン トラ を諦 す る者 達 に とつ て は そ れ が 信 と な る(の だ が)。

だ か ら, 存 在 と非 存 在 と の覚(buddhi)を 捨 て て, 無 依 止 の もの と な つ て, 空 に

お い て甚 深 な る無 所 得 を修 す る, 即 ち信 を 生 ず るの で あ る。 そ の信 は, また 煙 等

の相 と して, 喩 伽 者 に よ り修 せ られ る, (と い われ る の)が, 如 来 の定 説 で あ る。

同様 に, 

結 縛 の加 行 の諸 作 具 に よつ て, 三 世 界 を 成 就 す べ し, 

と い わ れ, 眼等 の諸 作 具 に よつ て, 仏 の 色 像 ・三世 界 を 成就 す べ き で, ま さ に そ

の教 示 は 師(guru)の お 口よ り理 解 す べ きで あ る」 こ こ まで が 引用 さ れ, 更 に, 

8)即 ち, 『SUT』 の, 例 えば 「六支喩伽 の果 について」 といつた, ま とまつ た一 区 切

りの説 明を, A, B, Cの 順 で表 わす と, 『Anu-Sadで は, -F,…(不 対応部分)A-

B-G-C-H…D…E一 の如 くの順序 で述 べ られている。

9) D.: L. Snellgrove, The Hevajna Tantra pt. 2, P. 46。

10) Raghuvira and Lokesh Chandra, op. cit. p. 366, 259-10。

11) 以下, D. fol. 121a5b1, P. fol. 140a5-b2。
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『pakipivajra-paijala』, 『Paramadibuddha一 万 二 千 』12)などか らの 引用 文 が続 く。

と ころ で, この 『VS』 の 大 き な特 色 の 一 つ と して 付 け加 え てお くべ き こと は, 

他 の注 釈 書 に比 して 非 常 に多 くの タ ン トラ, 経 等 を 引用 してい る ことで あ る。 即

ち, 「タ ン トラは 他 の タ ン トラに よ つ て … …」 の一 文13)を 実 際 に例 示 し て い る わ

け で あ る が, 具 体 的 に題 名 を挙 げて い る もの だ け で も, 50余 種 に の ぼ り, 殊 に, 

『Kalacakratantra(Adibuddha)』 と 『Prajhaparamita』 の顕 揚 が 目立 つ。 引 用 文 の

中 に 引用 され る揚 合 もあ るが, 見 出 され る題 名 の うち, 引用 文 の 中 に引 用 され る

もの もあ わ せ て, そ の 回 数 の多 い もの を 挙 げ て み る と

1. 『Dah-pohi sahs-rgyas』(D. No. 362, P. No. 4)44回。2. 『Mtshanyah-dag-

par(b)rjod-pa』(D. No. 360, P. No. 2) 34回. 3. 『Ses-rab kyi pha-rol-tu phyin-

pa』32回14). 4. 『Dri-madahbral-babi(or med pabi) bod』(D. No. 845, P. No. 

2064)23回. 5. 『Samputa』(D. No. 381, P. No. 26)14回. 6. 『Hdus-pa』, 『Hdus-

paphyi-ma』(D. No. 442, P. No. 81)14回. 7.『Rdo-rjertse-ma』(D.No. 480, P.

No. 113)13回. 8. 『Mkhah-hgro-mordo-rjegur』(D. No. 419, P. No. 11)8回. 

9. 『Sahs-rgyasthams-cadm丘am. pars-byor-bamkhah. rgro. madra. babisdom. 

pa』(D. No. 366, P. No. 8)6回. 10. 『Dgohs-palufi-ston-pa』(D. No. 444, P. No. 

83)6回. 11. 『Gdanbshi・pa』(D.: No. 428, P。No. 68)5回. 12. 『Thams-cad

mkhyen-pa rdo-rje hjigs byed』(?)4回. 13. 『Rdo-rjebdud-rtsi』(D. No. 435, 

P. No. 74)4回. 14. 『Thams-cad gsah-ba』(D. No。481, P.  No. 114)4回. 等15)

で あ る。

さ て, 『Deb-thershon-po』 は, 「Acarya Anupamaraksitaは, Acarya Naro-pa

よ り後 で は あ りえ な い, 何 故 な らNaro-paが, 『Sekoddesa-tikaに 彼(Anupama)

の 教 説 を 引 用 し て い る か ら で あ る 」16)と 述 べ て い る。 し か し, 『VS』 に せ よ, 

『SUT』 に せ よ, Naro-paの 著 作 性 が 疑 わ しい と さ れ て い る17)限 り, こ れ を 典 拠

と し て, Naro-paとAnupamaraksitaの 先 後 を 定 め る こ と は 控 え な け れ ば な ら な

12)『Dpal mchog gi dah-pobi sahs-rgyas stoh-phag bcu-gnis-pa』 即 ち根 本 タン トラ

か ら の引 用 とす るが, この偶 は, 『Sekoddesa』(D. No. 361, P. No. 3) D. fol. 15a3-5, 

P. fol. 17a4'8に 見 られ る。

13) この慣 用 的 に用 い られ る一 文 は, 『VS』 等, こ こ に取 上 げた 文献 に特 徴 的 に 共 通 に

見 られ る が, 『Vimalaprabha』 に典 拠 を求 め うる。cf. 東 北蔵 外No. 5006(B): Lokesh

Chandraed., The Collected Works of Bu-ston, fol. 3702-3。

14) 章 名, 章 数 を付 した 引 用 文(23)か ら, 『八 千頽 般 若 』(D. No. 12, P. No. 734)か

らの 引用 で あ る こと を確 か め うる。
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い.

以 上, 見 て きた と こ ろか ら, いず れ が, い ず れ の 引 用 か とい う こと は別 に して. 

この六 支 喩 伽 の説 明 を通 して, 『VS』, 『SUT』, 『Anu-Sad』, 『V-Sadに 密 接 な 関

連 の あ る こ とが 判 る。

三

次 に, これ らの うち の, 『Anu-Sad』 と 『V-Sad』 に つ い て比 較 して み たい。

『V-Sadのpost-colophonに は, 18)「秘 密 主 ・十 地 の 自 在 者 ・菩 薩Vajrapapi

の造 られ た 『Sadahga-yoya』 とい う書 が 完 結 した 」 とあ るの み で, 著 者 に つ い て

の他 の 具 体 的 な手 が か りは な い

本 文 は, 「秘 密 主Vajrapa垣 に帰 命 す 」 とい う帰 敬 句 で始 ま るが, す ぐに 引 続

い て, 次 の 様 に述 べ る19);

「この場合 に, 方便 は六支喩伽 であつて, こ 製で は, 中間の支の順序 が逆に な つ て お

り, 各 々の中間の支(pratyahara. とprapayamaとanusmrti)が 除かれてい るが, こ

15) その他, 『大 日経』, 『Rdo-rjemkha-hgro』, 『Gsah-bahi dbah-pohi nor-buhi thig-

lei, Mnon-par br jod-pa phyi-mad] (CT'mnion-par br jod-pa hbum-pa), PA-ra-llihi 
rgyud chen-poi, 1PHe-ru-ka moon-par hbyun-ball, PDon dam-pahi bsnen-pall lBde-

ba dam-pa rtogs-par byed-pahi rgyud chen-poll, llRdo-rje gsan-bahi rgyudll, PNam-
mkhah mnnam-pahi rgyudj, rRdo-rje phren. -bahi rgyudll, lRdo-rje sniin-pohi rgy-

ani, fl'Gnis-sumed-pa mnam-pa rnam-par rgyal ba rnal-hbyor chen pohi rgyudi, 
PGsan-snags tshul chenll, 'Sans-rgyas mtshan-gyi rgyud), rDam-tshig gsum gyi 

rgyud, rLha-mo bshis shu-bai, lPGsan-bahi rgyan bkod-pall, PBde-chen-po rtog-

pahi rgyud. chen-poif, rSgyu-machen-pohi rgyudU rHkhor-lo sdom-pai, rBdud-rtsi 

hkhyil-pa bzlas-pahi bum-pall, Cl'Ye-ses rdo-rje kun-las btus-pa rnal-hbyor chen-

pobirgyud』, 『Bde-mcho99irgy-ud』, 『Hjig-rten gsum gsah-bahi rgyud』。 経 関 係

で は, 『般 若 経 』 の他 に, 『樗 伽 経 』, 『大 般 浬繋 経』, 『文 殊 般 若』, 『大 方 広 善 巧 方 便

経 』, 『普 賢 行 願 讃 』 の引 用 が み られ る。 また, 人 名 で は, Vajrapapi(I-viii, I-xi, II-i, 

II-ii), Santideva (I-iv, 『Bodhicarya-vatara』1-7の 引 用), Tog-tse-pabishabs(P)

(I-iv), Indrabhuti (I-iv), Ananga-pada (I-iv), Mgon-pobyams-pa (I-iv), Dombi-

pada (II-ii), Saroruhavajra-pada (II-v, PHevajra-bhattaraka-stotraJ D. No. 1225, 
P. No. 2354の 引 用), Padma-pada(II-xi)が 引 用 さ れ て い る。

16) Dr. Roerichtr., Blue Annals II, p. 7690

17) 羽 田 野 先 生, 「時 輪 タ ン ト ラ成 立 に 関 す る 基 本 的 課 題 」(密 教 文 化, 8, 37頁), 同,

Ka6mlra-mahapapdita. "6akya6ribhadra. "(文 化, 21-5, 664, 662頁)。

18) D. fol, 187a7-bl, P. fol. 206b5-60

19) D. fol. 183b3-184a5, P. fols. 202a9-203a20
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呉に説かれていない前に くる支 を, 説 かれ てい る後の支 によつて理解すべきである, 例

えば, これは昼 に行 うといえば, 他 は夜 に行 うことが, いわれ な くて も, (その言葉 か

ら)自 ず と理解 され る様 にである。 同様 に, 相互 に観待す る法は, 未説の もので も已説

の法に よつて理解 され る。だか ら, このタ ン トラ(『Kalacakra』)に おい て も, 各 支 の

中に含 まれる三支 が説かれてい る。 中間に説かれ る(dhyana)支 を最初 にす るのは, 師

(guru)の 教誠 である。 〔そ うでない場合には, タ ン トラに説かれ る順序に よつて把握す

る時には, その時にはある師 の教誠 が必要で ある。従 つて, Sandhabhasa等 の〕20)すべ

ては, 師の教誠 に基 いて知 るべきである, あるい は, 諸菩薩の造 られた注釈 よ り知 らる

べ きであつて21), 博学の慢心を持 つ者達の造つた ものに依 つてで はない。

次に, "dhyana"等 によつて, 別 の三支が知 られ る 他のタ ン トラ(『GSU』)に 説 か

れ る六支を, ここでは要略 した意味 に よつて, 三支 として理解すべ きで あ る。(次 いで

『GSU』 の六支 を説 く偶 を引用 してか ら)そ れ故, 静慮(dhyana)の 前にpratyaharaが

あると知 るべ し。マ ン トラ読 諦(mantralapa)の 前 にprapayamaが あると知 るべ し。

この場合, マン トラ読諦 の句 は, napumsaka-lapaあ るい はvajrajapaを(指 し), 生

命風 の把持 といわれ る。

この様 に, これ ら六支喩 伽こそは, 仏果を成就す る。共の外的な世間の喩伽 は, 初業

凡夫の喩伽者達 によつて, マン トラ読諦 と静慮 とを もつて成就 され る。 マンダ ラ輪 を思

念す る修習心 と楽 は, 凋磨 印(karma-mudra)と 智印(」飴na-mudra)よ り生ず る世 間

的の楽で, 下降の楽 た る世間の楽 として, Akanista天 宮 に至 るまでの世間の果 であ る。

以上, 二 次第によつて, 世間 と出世間の喩伽(yogitva)が 成就す る。

次に, 出世間の喩伽 の成就 は, 最勝 の六支喩伽 によつて ある, それにつ い て説 く, 」

として, 先に引いた六支喩伽の各支 の説 明に入 る。

この 『Vsadの 文章 は, 最初が唐 突であ る。 これ とほとんど同一 の対応文を見出せ る

『Anu-sad』 で は, その前に, 次の様な 一文が述 べ られ てい る(先 ず, 大印に関 す る教

誠 を, Paralnadibuddhaが 説 くもの と し て, 『Sekoddesa』 か ら11偶 を 引 用 し, 次い

で)22)「更に また, 仏果 を成就す る方便 が説かれ るべ きであつて, (それが)"喩 伽(yo-

gitva)は ……"で ある。 ここで, 喩伽 は二種 即 ち世 間と出世間 のそれであ る それか

ら, 出世間 の喩伽 は, 仏に外な らない。 その区別 は, "最勝 の福徳"で あ る, 何 故 な ら

(仏は)福 徳資糧 を成満 してい るか らであ る。 この方便 によつて, 喩伽者達 は仏 果 を 成

就す る, と(い うのが)Agamaの 説 くところで ある。」

20)〔 〕 内は, 『Anu-Sad』 にない。

21)Bu-stonは, これ とほとん ど同 じ一文 を, 『Bde-mchog stod-grel』 よ り引 く(op.

cit. p. 370, ZZ. 3-4)

22) D. fo1. 296a2-3, P. fol. 333a6-b1。
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次 に, 『VSadの 書 き 出 しの, 「この方 便 は, 六 支 喩 伽 で あ つ て 」 が続 き, 文 脈

が ス ム ー ズ に結 び つ く。

と ころ で, 『Anu-Sad』 の 引 く, "喩 伽 は … …"の 引用 偶 は, こ こに は見 ら れ な

い。 唯, Ravi-Srijnnaに 帰 せ ら れ る 『Gupa-purni-nama saqahga-yoga tipppani』

は23), これ を 『Laghutantra』 か ら の 引 用 で あ る と し て, 

yogitvam paramam punyam pavitram papanasam/ 
rnal-hbyor-pa Aid bsod-nams mchog//dag-byed sdig-pa hjig-byed-pa/ 

sidhyate mantra-japena dhyanena ca sukhena ca// 

/snags bzlas-pa dan bsam-gtan dan//bde-ba yis kyan hgrub-par hgyur//

を 引 く。 しか し, rLaghu-kalacakra-tantra』 はSragdhara調 で あ り, この 中に 相

当す る偶 は見 出せ ない。

そ して, 『V-Sad』 の 最 後 は24), 

「以上の様に, 六支喩伽, (即 ち)マ ン トラ読諦 と静慮 と乗 とによつて, 喩伽者は まさ

に仏果(を 成就す る)。最勝の福徳を積み, 罪障を滅 し, まさにこの生 におい て 成就 す

る, とい う所成就 と能成就 との定めが, 世尊 によつて説かれた」

と結 ん でい る。

従 つ て, マ ン トラ読 諦 ・静 慮 ・楽 と六 支 喩 伽 との 結 び付 き を主 題 と した 一 篇 で

あ る こ とが わ か るが, 以 上 見 て来 た と こ ろ か ら, 『V-Sad』 は. 『Anu-Sad』 か ら

別 出 して一 篇 と した もの で あ ろ うと想 定 し うる。

一方, 『SUT』 も, 『V-Sad』 か らの 引 用 と して, 六 支 喩 伽 の略 説 を引 い て い る

こ とは 先 に述 べ た が, そ こで は, 『Anu-Sad』, 『V-Sad』 に見 られ る上 述 の導 入 部

分, 即 ち マ ン トラ読 諦 等 の三 支 に触 れ る部 分 を欠 い て い る そ れ は, 『V-Sadの

結 び に対 応 す る個所 で も同様 で あ るo即 ち, この 三支 に 関 わ る部 分 ・語 句 が 除 か

れ て い る。

四

これ まで 比較 考 察 して来 た と ころか ら, 『VS』, 『SUT』, 『V-Sad』, 『Anu-Sadの

うち で, 前三 者 は この 『Anu-Sadを 中心 に して, そ の周 辺, 即 ち 同時 代 か 後 の

著 作 で は な い か と考 え られ る。

23) G. Gronbold, Sad-Anga-Yoga, S. 45. D. No. 1388, fol. 322b1., P, No. 2103, fol. 

 364a60 

24) D. fol. 187a6-7, p. fol. 206b4-50 
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しか し, このAnupamaraksitaの 生 存 ・活 躍 年 代 に つ い て は, 明 確 に さ れ て

い ない。Ravisriの 註 解 の序 文 に25), 

「私 は吉祥Kalacakra・ 自在者 と, 有 徳の師(guru)達 に敬礼 し, それか ら, 吉 祥 な

る六支喩伽 に関 して, 徳に充 ちた注解(gupa-bharani tippapl)を 造 る。

ここで は, 定んで外内の二明の修習を重 ねた心相続 を持て るacarya Anupamaraksita

は, 所縁 も分別 もない真実(tattva)の 教誠の修習に よつて, 吉 祥Khasarpapaに, 12

年 間を過 ごされ た。 そこで は, 勝れた証得 を生 じえず, 惨めな気持 であつた。眠気 を催

した彼 に, 金剛 喩伽女が教令 を示 した, 「息子 よ, vikramapuraに 行 け, そこで, 汝 に

勝れ た証得が生ず るで あろ う」 と。 そこで彼は, その教令を頭 に しまい, 彼 の当時の弟

子, Sadhuputra, mahapapqitaS ridharaを 伴つて, Vikramapuraに 赴かれた。 そこで

また, ある月 のみ ちか けの変 り目の 日の夜半に, すべてを投 げ捨 てた姿 で, 世尊か ら, 

現 前 に教誠 を受 けた, 「息子 よ, これは真実である」と。彼 は, その教誠 を聞 くや否や, 

三昧 に入定 した。 かの世尊 も即座 に消え去つた。 そ こで, この間に, 夜が過 ぎ, 彼は三

昧か ら立上つた。 そ して, 吉祥を倶えた師 ・大 我性の彼 は, その場所であ らゆ る苦行を

行 い, 自分の証得を吉祥Sridharaに 教示 した。吉祥 の師にして最勝の慈悲を得てい る

彼は, あ らゆ る(智 慧 の)器 を証得 し, 自己の証得 を大軌範師Bhaskaradevaに 恵 み与

えた。 それか ら, 大軌 範師 ・勝 者師 ・Kali-yuga期 の 一切智者Dharmakarasantiに 説

い た。過 失のない慈 悲等 の, 言葉 に尽せぬ程 の徳宝 を持つ この師か ら, 私 ・Ravisriは, 

吉祥 な る師の御足 に綻 り, 真実 をまさし く得た 以上が, 師相続(guru-paralp-paryalp)

であ る

この様 に, 善良 なる弟子 の懇請に応 じて, 阿闇梨Anupamaraksitaは, 持金 剛の位 を

得る因と して, 『Saqahgayoga』 を造 らん と楽われて, 自己の守護神への讃歎 の 門 に よ

り, 『Sadahga-yoga』 を説かれた……」

と 述 べ, Anupamaraksita-Sridhara-Bhaskaradeva(-Dharmakarasnti)26)一Raviri

の 系 譜 を 記 し て い る。 『Kalacakra tantra』, 『Vimalaprabha』 の 成 立, 乃 至 そ れ 以

後 の 時 代 に 活 躍 し, 同 時 代 の 弟 子 のSridharaが, 1100年 を 下 ら な い と 云 わ れ て

い る27)こ と か ら す れ ば, 彼 の 年 代 も11A. D. 後 半 に 絞 ら れ て く る。 従 つ て, 『VS』

に つ い て も, Naro-paと 同 名 を 名 の る 別 人 の, あ る い はNaro-paに 仮 託 し て 造

ら れ た 註 釈 書 で あ る と 考 え られ, "Snan-grags"に 再 考 の 余 地 が 生 ず る。

25) G. Grsnbold, oP. cit, S. 13. D. fol, 303a4-1) 5, P. fols 342a6-343a1。

26) DharmakaranantiとRavisrlと の師 弟 関 係 には 問題 が あ る と され る(G. Grsnbold, 

op. cit, S. 128。 共 に, "Abhayakaraguptaの 随 求 者 で あ る"(羽 田野 先 生, Kasrnira

- mahapapdita" Sakyasribhadra" 674-3頁)。

27) B. Bhattacharya, Sadhanamala vol. II. (G. O. S. No. 41) PP. cxviii-cxix。

-448-


